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学
芸
員

　
秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
六
十
二
回

立
地
：  

可
愛
川
と
多
治
比
川
の
合
流
点
に
広
が
る
吉
田
盆

地
の
北
端
、郡
山
山
頂
を
中
心
に
東
西
1.1
㎞
、南
北

0.9
㎞
の
範
囲
に
広
が
る
、巨
大
な
山
城
で
す
。古
代

よ
り
こ
の
山
麓
に
は
高
宮
郡
衙（
役
所
）が
あ
り
、

政
治
・
経
済
的
に
中
心
地
で
し
た
。さ
ら
に
築
城

前
か
ら
山
中
に
は
満
願
寺
、山
麓
に
は
祇
園
社（
清

神
社
）が
あ
り
、山
全
体
が
信
仰
対
象
で
も
あ
り
ま

し
た
。

歴
史
： 

本
城
の
成
立
後
、
16
世
紀
前
半
に
は
山
頂
部
も
部

分
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、１

５
４
０
年
の
郡
山
合
戦
時
は
ま
だ
本
城
が
中
心

で
、合
戦
後
に
郡
山
全
山
に
城
域
が
拡
大
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。毛
利
元
就
が「
か
さ
」と
呼

ば
れ
た
山
頂
部
に
、当
主
の
隆
元
は
本
城（
の
ち
尾

崎
丸
に
移
動
）に
居
住
し
、家
臣
に
も
在
城
さ
せ
て

い
ま
す
。
元
就
の
死
後
、
当
主
と
な
っ
た
輝
元
も

「
か
さ
」に
住
ん
だ
と
考
え
ら
れ
、城
内
や
城
下
の

整
備
を
行
い
ま
す
が
、１
５
９
１
年
に
輝
元
は
海

沿
い
の
広
島
城
を
築
き
移
転
し
ま
す
。そ
の
後
も

郡
山
城
は
毛
利
氏
の
城
と
し
て
存
在
し
ま
し
た

が
、１
６
０
０
年
の
関
ヶ
原
合
戦
以
後
は
廃
城
と

な
り
、１
６
３
７
年
の
島
原
の
乱
後
に
石
垣
な
ど

が
大
規
模
に
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
幕
末
に
は
広
島
吉
田
支
藩
に
よ
る
郡
山
要
塞
化
が

計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、実
現
に
は
至
ら
ず
明
治
を

迎
え
、１
９
４
０
年
に
は
国
指
定
史
跡
と
な
り
ま

し
た
。

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

　
今
回
は
郡
山
城
の
本
体
に
迫
り
ま
す
。市
内
の
城
跡
の
中
で
、郡
山
城
は
他
と
全
く
異

質
で
特
殊
な
も
の
で
す
。そ
れ
は
こ
こ
が
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
点
だ
け

で
な
く
、戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、日
本
の
城
の
構
造
が
大
き
く
変
化
し

た
時
期
の
遺
構
で
あ
る
点
で
す
。つ
ま
り
、安
芸
高
田
最
後
の
戦
国
山
城
と
い
え
ま
す
。

こ
お
り

や
ま

じ
ょ
う

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
３
９
０
ｍ
、比
高
／
１
９
０
ｍ

史
跡
指
定
／
国
指
定
史
跡

城
主
／
毛
利
氏

所
要
時
間
／
郡
山
公
園
か
ら
徒
歩
30
分

郡 
山 
城
〈
前
編
〉

《
吉
田
町
吉
田
》

編
集
後
記

　つ
い
こ
の
間
〝
は
や
し
田
〞
の
取
材

を
し
、
田
植
え
を
し
た
ば
か
り
の
景
色

を
眺
め
て
い
た
の
に
、
8
月
5
日
の
今

で
は
田
ん
ぼ
は
青
々
と
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
時
が
経
つ
の
は
早
い
で
す
。
時

折
、
良
い
風
が
田
ん
ぼ
を
通
り
抜
け
る

と
、
青
い
稲
穂
が
風
に
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺

れ
て
〝
風
の
足
跡
〞
を
見
る
事
が
で
き

ま
す
。
こ
の
号
が
出
る
頃
、
そ
の
田
ん

ぼ
も
金
色
へ
と
色
変
わ
り
し
て
い
き
ま

す
ね
。
無
事
、
稲
刈
り
が
終
わ
り
ま
す

よ
う
に…

。

　
　
　
　
　
　（
原
田
）

　７
月
に
開
催
さ
れ
た
神
楽
甲
子
園
。

高
校
生
た
ち
の
熱
演
は
も
ち
ろ
ん
、
25

日（
土
）の
夕
方
か
ら
は
市
内
各
地
で
行

わ
れ
た
夏
祭
り
の
神
楽
上
演
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

神
楽
を
見
す
ぎ
て
疲
れ
て
し
ま
う
か
と

思
い
き
や
、
終
わ
っ
て
み
る
と
、
全
国

各
地
、
そ
し
て
安
芸
高
田
市
の
神
楽
を

堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
、
神
楽
の
お
も

し
ろ
さ
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　（
田
村
）

今
月
の
表
紙
▼

 

7
月
25
日（
土
）、
26
日（
日
）に
開
催

さ
れ
た
「
第
５
回
高
校
生
の
神
楽
甲
子

園

　ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
」。
全
国
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
高
校
生
た
ち
の
舞
が
、

安
芸
高
田
市
の
夏
を
よ
り
一
層
熱
く
し

て
く
れ
ま
し
た
（
表
紙
掲
載
高
校
・
上

演
演
目

：（
右
上
か
ら
時
計
回
り
に
）

矢
上
高
校
「
土
蜘
蛛
」
、
江
津
高
校

「
道
返
し
」、
浜
田
商
業
高
校
「
賴
政
」、

可
部
高
校
「
山
姥
」、
高
梁
城
南
高
校

「
猿
田
彦
の
舞
」、
吉
田
高
校
「
滝
夜

叉
姫
」）。

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

ま
さ
は
る

三の丸下通路の石垣跡（南側より撮影） 郡山城遠望（南西側より撮影）

郡山城測量図（「史跡毛利氏城跡保存管理計画策定報告書｣より）
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 第 5 回高校生の神楽甲子園　
　　　　　　　ひろしま安芸高田  
　7 月 25 日（土）、26 日（日）、神楽門前湯治村 神楽ドームで開催された神楽甲子園。
　第 5 回目を迎えた今年は、全国各地から集まった 15 校での開催となり、来場者数は 2 日間で過去最多の約 3,100
人。高校生たちは、厳しい暑さの中、日頃の練習の成果を存分に発揮。各地に伝わる伝統芸能・神楽を継承する
若者たちに、観客は大きな拍手とエールを送り、熱い２日間が幕を閉じました。
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　出身は呉市で、現在は安佐南区に住んでいるの
ですが、地域のお祭りに行ったときにお宮で舞わ
れる神楽を見て、神楽の魅力に引き込まれました。
また、仕事の関係で県北の高校に行ったときに、
神楽部の活動を見て、高校生の舞う神楽に興味を
持ち、神楽甲子園に来ました。重たい衣装を着て
懸命に舞い、練習の成果を発揮している姿を見る
と、とても感動します。

　神楽は元々見ることが好きだったのですが、姉
が吉田高校の神楽部で活動する姿を見て、自分も
やりたいと思い入部しました。ハプニングもあり
最後までできるか不安でしたが、やりきることが
できてよかったです。
　神楽甲子園で、自分たちの神楽を多くの人に見
てもらい、評価してもらうことが、自分たちの成
長につながると思います。神楽は、舞手、楽人（囃
子方）、裏方が自分たちの役割に誇りを持ち、一人
ひとりの力が合わさって作りあげられるものだと
思います。

　民泊は昨年青森県立田子高校を受け入れたのが
初めてで、今年で 2回目です。子どもたちの姿
は孫のようにかわいく感じます。私の孫も、千代
田高校神楽部として舞いました。民泊の受け入れ
は心配しましたが、こうやって若い子たちと交流
させてもらうと元気をもらいます。受け入れにあ
たって、一昨年の神楽甲子園のＤＶＤで葛巻高校
の神楽を見ました。とても女の子らしい舞だと思
いましたが、獅子頭を使う舞は力強さもあり、一
生懸命舞っている姿が印象的でした。

神楽甲子園に関わる
人々の持つ思い

―来場者―
（右から）松

まつ

田
だ

 陽
よう

子
こ

さん、

娘の華
か

菜
な

美
み

さん
（広島市安佐南区）

―出演者―
吉田高校神楽部 部長

丸
まる

田
た

 竜
りゅう

也
や

さん
（三次市）

―民泊受け入れ者―
川根振興協議会 副会長　

岡
おか

田
だ

 千
ち

里
さと

さん

（高宮町）

【写真説明（右ページ）】
1. 広島県立西城紫水高校 神楽部「猿田彦の舞」　2. 島根県立矢上高校「土蜘

蛛」　3. 島根県立浜田商業高校 郷土芸能部「賴政」　4. 広島県立千代田高校 神

楽愛好会「鈴鹿山」　5. 広島県立吉田高校 神楽部「滝夜叉姫」　6. 島根県立浜

田養護学校 神楽部「大蛇」　7. 高知県立檮原高校 檮原ディスカバークラブ「弊

舞」　8. 広島県立可部高校 神楽部「山姥」　9. 静岡県立遠江総合高校 郷土芸能

部 天宮神社十二段舞楽 第五番「太平楽」天宮神社十二段舞楽 第十二番「獅

子」　10. 広島新庄高校 郷土芸能同好会「天慶記・将門」　11. 宮崎県立高千穂

高校 神楽保存会「戸取り」　12. 島根県立江津高校 チーム江津地域活性部 石見

神楽愛好会「道返し」　13. 岡山県立高梁城南高校 郷土芸能同好会「猿田彦の舞」　

14. 鳥取県立日野高校 郷土芸能部 荒神神楽「八重垣能」15. 岩手県立葛巻高校 

郷土芸能部 葛巻神楽「三宝荒神」「権現舞」

（右上から時計回りに）（右上）出演する高校生
たちの集合写真（右下）神楽甲子園の幟旗が
立てられた神楽ドーム前（左下）神楽甲子園
前夜交流会で笑顔が弾ける高校生たち（左中）
出演前に化粧をする吉田高校神楽部部員（左
上）舞台から下がった合間に衣装を直し、準
備を整える可部高校神楽部

（左上から時計回りに）

（左上）会場インタビューでは、
各校の上演の感想を来場者の皆
さんに述べていただいた（右上）
川根振興協議会の皆さんが準備
した夕食を食べる葛巻高校郷土

芸能部の生徒たち（左下）集合
写真を撮る高千穂高校神楽保存
会の生徒たちと保垣照山会の皆
さん
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国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
す
る
国
の

最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。
人
口

や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
５
年
に
１
度
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
結

果
は
、
国
、
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村

で
行
う
行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
さ
れ
る
ほ
か
、
学
術
・
教
育
機
関
、

企
業
な
ど
幅
広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

■
調
査
の
方
法
と
流
れ

　
今
回
の
調
査
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
回
答
が
全
国
的

に
導
入
さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
は

な
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
回
答

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
９
月
上
旬

よ
り
、
調
査
員
が
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
配
布
す
る
た
め
各
世
帯
を
訪
問

し
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
の
な
か
っ
た
世

帯
に
は
、
紙
の
調
査
票
を
配
布
し
ま

10 月からスタート！　暮らしに役立つ新制度
マイナンバーが始まります！

総務課  ☎４２－５６１１

平成 27年国勢調査を実施します
総務課  ☎４２－５６１１

　
２
０
１
６
年
分
か
ら
、
確
定
申
告

の
と
き
に
税
務
署
へ
提
出
す
る
書
類

へ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
申
請
者
に
交
付
さ

れ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
に
登
載
さ
れ
て
い
る
電
子
証
明
書

は
、e-Tax

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）
に
利
用
で
き
ま
す
。

■
10
月
か
ら
︑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
︵
12

桁
の
個
人
番
号
︶
が
住
民
票
を
も
つ

全
て
の
人
に
通
知
さ
れ
ま
す

　
市
町
村
か
ら
住
民
票
の
住
所
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
。

外
国
籍
市
民
の
方
で
も
住
民
票
の
あ

る
方
は
対
象
と
な
り
ま
す
。
住
民
票

の
住
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
に

住
民
票
を
移
し
て
下
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
︑
国
民
一
人
一

人
が
持
つ
12
桁
の
番
号
の
こ
と
で
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
一
生
使
う
も

の
で
す
。
番
号
が
漏
え
い
し
、
不
正

に
使
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を

除
き
、
一
生
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

大
切
に
し
て
下
さ
い
。

マイナンバー
キャラクター
マイナちゃん

す
の
で
、
再
度
調
査
員
が
世
帯
を
訪

問
し
ま
す
。
提
出
に
つ
い
て
は
、
郵

送
か
調
査
員
へ
提
出
の
い
ず
れ
か
を

選
択
で
き
ま
す
。

■
調
査
の
内
容

●
世
帯
員

　「
氏
名
」「
男
女
の
別
」「
出
生
の
年

月
」「
配
偶
者
の
有
無
」「
就
業
状
態
」

「
従
業
地
・
通
学
地
」
な
ど

●
世
帯

　「
世
帯
の
種
類
」「
世
帯
員
の
数
」「
居

住
の
種
類
」
な
ど

﹁
か
た
り
﹂
調
査
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
調
査
に
関
係
の
な
い
者
が
統
計
調

査
員
を
装
っ
て
、
電
話
で
個
人
の
預

金
額
な
ど
の
個
人
情
報
等
を
聞
き
取

り
す
る
案
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
票
な
ど
の
配
布
の
際
は
、
調

査
員
証
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
世
帯

を
訪
問
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
調
査

員
が
事
前
の
訪
問
な

し
に
電
話
等
で
聞
き

取
り
調
査
を
行
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
に
思
わ
れ
た
場

合
は
、
総
務
課
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

９
月
上
旬

９
月
10
日
〜
20
日

９
月
26
日
〜
30
日

10
月
1
日
〜

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
用
ID
・

パ
ス
ワ
ー
ド
の
配
布

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
期
間

オ
ン
ラ
イ
ン
で
未
回
答
の
世

帯
へ
紙
の
調
査
票
の
配
布

紙
の
調
査
票
の
回
収

【簡易スケジュール】

4

来年 1月にも安芸高田市教育大綱を策定
総務課 ☎ ４２－５６１１

　
7
月
7
日
（
火
）、
第
1
回
市
総
合

教
育
会
議
が
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
は
、
浜
田

市
長
と
永
井
教
育
長
を
含
む
6
名
の
教

育
委
員
計
7
名
が
出
席
。
冒
頭
、
市
長

は
「
教
育
レ
ベ
ル
向
上
へ
教
育
委
員
会

と
連
携
を
深
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
大
綱
策
定
の
考

え
方
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、そ
の
結
果
、

第
2
次
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
ベ
ー

ス
に
、
▽
市
学
力
向
上
戦
略
の
策
定
と

推
進
▽
郷
土
理
解
学
習
副
読
本
の
活
用

▽
甲
立
古
墳
な
ど
文
化
財
の
保
護
と
伝

統
文
化
の
継
承
▽
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広

島
や
湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
な
ど
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
事
業
の
推
進
な
ど

が
大
綱
に
盛
り
込
む
項
目
と
し
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
会
議
は
11
月
、

来
年
の
1
月
に
開
催
の
予
定
で
、
1
月

中
の
大
綱
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

9 月 1日から「臨時福祉給付金」申請受付を開始します
総務課（臨時福祉給付金専用ダイヤル） ☎ ４２－５６３９

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
生
活
支
援
策
と

し
て
、今
年
度
も
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

が
給
付
さ
れ
ま
す
。安
芸
高
田
市
で
は
、

8
月
31
日
に
給
付
対
象
者
に
申
請
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
同
封
さ
れ
た
返
送
用
封
筒
に
て

ご
返
送
く
だ
さ
い
。
本
庁
・
各
支
所
に

直
接
持
参
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

ま
た
、
申
請
が
一
時
期
に
集
中
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
口
座
へ
の
振

込
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
の
送
付
方
法

　
税
務
課
よ
り
送
付
さ
れ
る
平
成
27
年

度
の
市
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
た
お
知

ら
せ
に
、
臨
時
福
祉
給
付
金
申
請
書
及

び
関
係
書
類
を
同
封
し
、
そ
の
世
帯
の

代
表
者
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　
基
準
日
（
平
成
27
年
1
月
1
日
）
に
、

安
芸
高
田
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
27
年
度
分
の

市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
な
い

方
。
た
だ
し
、
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い

る
方
が
課
税
さ
れ
る
場
合
、
あ
る
い
は

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て

い
る
場
合
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

■
支
給
額

　
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き
6
千
円

■
申
請
の
流
れ

　
申
請
書
を
各
世
帯
の
代
表
者
に
郵
送

し
ま
す
。
申
請
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を

添
付
し
返
送
用
封
筒
で
返
送
く
だ
さ

い
。
本
庁
・
各
支
所
に
直
接
持
参
さ
れ

て
も
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

9
月
1
日
（
火
）
～
12
月
1
日
（
火
）

の
3
か
月
間
で
す
。（
12
月
1
日
消
印

有
効
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

お
送
り
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
次
の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

︿
添
付
書
類
﹀

①
給
付
対
象
者
全
員
分
の
本
人
確
認
資

料
と
し
て
必
要
な
も
の（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、在
留
カ
ー

ド
、特
別
永
住
者
証
明
書
な
ど
の
写
し
）

②
申
請
書
に
記
入
し
た
振
込
先
口
座
の

確
認
資
料
と
し
て
必
要
な
も
の
（
振
込

先
口
座
の
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

な
ど
の
写
し
）

　
た
だ
し
、
既
に
振
込
先
口
座
が
印
字

し
て
あ
る
口
座
へ
の
振
込
を
希
望
の
場

合
は
添
付
不
要
で
す
。

※
添
付
書
類
が
な
い
場
合
は
、
再
度
提

出
の
お
願
い
を
し
、
書
類
が
整
っ
て
か

ら
給
付
事
務
の
手
続
き
に
入
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
添
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
臨
時
福
祉
給
付
金
担
当

7 月 7 日に行われた「第 1 回市総合教
育会議」の模様

厚生労働省給付金
マスコットキャラクター「カクニンジャ」
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ご存知ですか？国民年金の任意加入制度と国民年金保険料の追納制度
三次年金事務所 ☎ ０８２４－６２－３１０７
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安
芸
高
田
市
消
防
団
で
は
、
女
性
団

員
だ
け
の
女
性
分
団
を
組
織
す
る
た

め
、
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
既
存
の
分

団
と
は
異
な
り
、
広
報
・
啓
発
が
主
な

活
動
で
す
。
火
災
現
場
で
の
消
火
活
動

は
行
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
力
を
、
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
応
募
資
格

　
安
芸
高
田
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
者
。
年
齢
18
歳
以
上
。
地
方
公
務

員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項
に
該
当
し
な

い
こ
と
。

■
募
集
期
間

　
12
月
18
日
ま
で
（
発
足
時
期
は
、
平

成
28
年
４
月
の
予
定
で
す
）

■
主
な
活
動

①
広
報
・
啓
発
活
動
（
防
火
、
防
災
、

応
急
手
当
、
消
防
団
員
募
集
な
ど

の
広
報
・
啓
発
を
、
イ
ベ
ン
ト
や

学
校
・
地
域
へ
の
訪
問
、
広
報
車

巡
回
等
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
）

②
訓
練
（
規
律
訓
練
等
の
基
礎
訓
練
や

出
初
式
な
ど
に
参
加
し
ま
す
）

■
身
分
・
処
遇

①
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

②
条
例
に
基
づ
く
、
報
酬
・
手
当
を
支
給

③
活
動
に
必
要
な
被
服
等
を
貸
与

※
公
務
災
害
補
償
、
退
職
報
償
金
な
ど

の
制
度
あ
り

安芸高田市消防団に女性だけの分団を結成します
―貴女の入団をお待ちしています―

危機管理課 ☎ ４２－５６２５

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な

る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　 

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保

険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
25

年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳

に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま

す
）。
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
役
所
本
庁
総
合
窓
口
課
・
各
支

所
、
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

～
国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を

　
　
　
　
　
　
　お
勧
め
し
ま
す
～

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、
若
年

者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保

険
料
を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老
齢

基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年

金
）
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
遡
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納
め
る

（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら

れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３

年
度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の

保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
追
納
等
に
つ
い
て
の
注
意
点

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
残
り

の
納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納
は
で
き
ま

せ
ん
。 

②
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特

例
期
間
」
が
「
法
定
免
除
・
申
請

免
除
期
間
」
よ
り
古
い
（
先
に
経

過
し
た
）
月
分
で
あ
る
場
合
は
、「
若

年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

期
間
」
を
優
先
し
て
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

③
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
が

「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特

例
期
間
」
よ
り
先
に
経
過
し
た
月

分
で
あ
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
を
優

先
し
て
納
め
る
か
本
人
が
選
択
で

き
ま
す
。 

④
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特

例
期
間
」
の
中
で
は
、
先
に
経
過

し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

⑤
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
の

中
で
は
、
先
に
経
過
し
た
月
分
か

ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

※
追
納
の
お
申
込
み
・
ご
相
談
は
お
近

く
の
年
金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。 
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知って安心！成年後見制度
高齢者福祉課 ☎ ４７－１２８１

災害時に無償で畳の提供を受ける
協定の調印を行いました

危機管理課 ☎ ４２－５６２５

　７
月
17
日
（
金
）、
安
芸
高
田
市
役

所
に
お
い
て
、
安
芸
高
田
市
長
と
「
５

日
で
５
０
０
０
枚
の
約
束
。」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
（
加
盟
畳
店
数
全
国

２
５
１
店
舗
）
と
の
間
で
、「
災
害
時

に
お
け
る
畳
の
提
供
等
に
関
す
る
協

定
」
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
震
や
風
水
害
が
発
生

し
、
体
育
館
等
に
避
難
所
を
開
設
し
た

場
合
、
被
災
者
の
救
援
及
び
避
難
所
の

環
境
改
善
を
図
る
目
的
で
、
避
難
所
等

へ
新
し
い
畳
を
無
償
で
提
供
し
て
い
た

だ
く
協
定
で
す
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
、
非
常
災
害
に
際

し
て
避
難
生
活
を
少
し
で
も
改
善
し
、

心
身
の
負
担
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は

　
認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害
な

ど
に
よ
り
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
財
産
管
理
や

契
約
な
ど
で
、
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ

う
に
法
律
的
に
保
護
し
、
支
え
る
た
め

の
制
度
で
す
。

■
成
年
後
見
制
度
の
種
類

　
成
年
後
見
制
度
に
は
、
判
断
能
力
が

低
下
す
る
前
に
自
分
で
準
備
を
し
て
お

く
「
任
意
後
見
制
度
」
と
す
で
に
判
断

能
力
が
低
下
し
て
い
る
人
の
た
め
の
制

度
「
法
定
後
見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

■
任
意
後
見
制
度

　
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、
あ
ら
か

じ
め
、
公
正
証
書
に
よ
っ
て
後
見
人
に

な
っ
て
も
ら
う
予
定
の
人
と
契
約
を
結

び
ま
す
。

　
将
来
、
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
の
契
約
に
基
づ
い
て
予

定
さ
れ
た
人
（
任
意
後
見
人
）
が
本
人

を
援
助
し
ま
す
。

手
続
き
先
：
お
近
く
の
公
証
人
役
場 

■
法
定
後
見
制
度

　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
の
た
め

に
、
家
庭
裁
判
所
が
適
任
と
認
め
る
人

を
成
年
後
見
人
（
保
佐
人
、
補
助
人
）

に
選
任
し
、
本
人
の
金
銭
管
理
や
契
約

の
支
援
を
し
ま
す
。

　
そ
の
人
の
判
断
能
力
の
程
度
に
よ
っ

て
、「
成
年
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」

の
３
つ
の
類
型
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
成
年
後
見
人
（
保
佐
人
、
補
助
人
）

の
持
つ
役
割
や
権
限
、
本
人
の
同
意
の

必
要
性
な
ど
は
、
類
型
ご
と
に
異
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
立
先
：
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判
所

■
成
年
後
見
相
談
窓
口

●
高
齢
者
の
場
合

　

高
齢
者
福
祉
課
　
高
齢
者
相
談
支
援
係

☎
47
‐
１
２
８
１

安
芸
高
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
47
‐
１
１
３
２

●
障
害
者
の
場
合

社
会
福
祉
課
　
障
害
者
福
祉
係

 

☎
42
‐
５
６
１
５

安
芸
高
田
市
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
　
　
　
　
　
☎
47
‐
１
０
８
０

＊「
成
年
後
見
制
度
講
演
会
＆
相
談
会
」

を
10
月
１
日
（
木
）
13
：
30
か
ら
開
催

し
ま
す
。

　
詳
細
は
（
20
ペ
ー
ジ
）「
暮
ら
し
の

情
報
　
催
し
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　９
月
29
日
（
火
）

              

10
：
00
～
15
：
00

※
昼
休
憩
12
：
00
～
13
：
00
は
相
談
を

受
け
て
い
ま
せ
ん
。

■
場
所
　
広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎

　
１
階
１
０
１
会
議
室

（
三
次
市
十
日
市
東
４
丁
目
６
‐
１
）

※
県
庁 

社
会
援
護
課
（
本
館
５
階
）

で
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
常

時
ご
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
昼
休

憩
12
：
00
～
13
：
00
・
祝
日
を
除
く
）

広島県社会援護課 ☎０８２－５１３－３０３６

　　
恩
給
関
係
、
援
護
関
係
の
受
給
資
格

や
請
求
手
続
な
ど
に
関
す
る
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

※
な
お
、
こ
の
相
談
会
で
は
ご
請
求
に

係
る
受
付
事
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

旧軍人・軍属、遺族等
援護相談会

協定を交わす
　浜田市長と前田実行委員長



お家の水洗化はお済みですか？
（下水道等排水設備普及促進補助金制度）

上下水道課 ☎４７－１２０４

下
水
道
排
水
設
備

普
及
促
進
補
助
金
と
は
？

　
新
た
に
宅
内
か
ら
下
水
道
や
浄
化

槽
に
接
続
す
る
工
事
（
排
水
設
備
工

事
）
を
お
こ
な
う
方
へ
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
安
芸
高
田
市
が
整
備
し
た
下
水
道

の
公
共
ま
す
又
は
浄
化
槽
ま
で
の
排

水
管
（
宅
内
ま
す
を
含
む
）
を
、
新

た
に
設
置
す
る
工
事
を
お
こ
な
う
方

■
対
象
と
な
る
費
用

　
新
た
に
設
置
す
る
下
水
道
管
や
宅

内
ま
す
の
設
置
費
用

（
屋
内
工
事
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

■
補
助
金
額

　
工
事
す
る
排
水
設
備
指
定
工
事
店
が

①
市
内
の
指
定
工
事
店
の
場
合
は
、

５
万
円
の
補
助
金

②
市
外
の
指
定
工
事
店
の
場
合
は
、

３
万
円
の
補
助
金

■
補
助
条
件

①
設
置
費
用
が
５
万
円
以
上
で
あ
る

こ
と

②
市
税
・
水
道
料
金
等
を
完
納
し
て

い
る
こ
と

③
申
請
さ
れ
た
年
度
内
に
工
事
に
着

手
し
、
工
事
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

④
安
芸
高
田
市
が
指
定
す
る
排
水
設

備
指
定
工
事
店
で
施
工
す
る
こ
と

■
申
請
に
つ
い
て

　
工
事
着
手
前
に
申
請
書
を
提
出
し

て
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
　
　

　
完
成
後
は
完
成
書
類
を
提
出
し
た

後
ご
指
定
の
口
座
に
補
助
金
を
振
込

み
し
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
資
料
等

︵
申
請
時
︶

①
見
積
書
及
び
契
約
書
の
写
し
　
　

②
工
事
図
面
及
び
位
置
図

③
市
税
等
調
査
同
意
書

︵
完
成
時
︶

①
請
求
書
及
び
領
収
書
の
写
し

②
完
成
図
面
及
び
工
事
写
真

③
口
座
振
替
依
頼
書

■
そ
の
他

　
条
件
や
申
請
な
ど
詳
し
く
は
上
下
水

道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

OMMUNITY- 
EACTIVATING 
OOPERATOR SQUAD 

C 
R 
C 

最
近
ト
マ
ト
と
仲
良
し
で
す

　
今
回
か
ら
リ
レ
ー
方
式
で
、
６
人

の
協
力
隊
員
が
月
１
回
記
事
を
担
当

さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
森

本
真
希
で
す
。

　
今
回
の
お
題
は
、﹃
現
在
業
務
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
﹄で
す
。

私
は
４
月
か
ら
地
域
営
農
課
で
、
農

作
物
の
産
地
化
、
商
品
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
何
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
と
言
う
と
、
ト
マ
ト
で
す
。

　
こ
の
ト
マ
ト
の
品
種
名
は
＂
な
つ

の
こ
ま
＂
と
＂
な
つ
の
し
ゅ
ん
＂
と

い
い
ま
す
。
育
て
方
、
食
べ
方
が
今

ま
で
の
ト
マ
ト
と
全
く
違
い
ま
す
。

　
植
え
付
け
後
に
誘
引
（
ツ
ル
や
茎

を
支
柱
に
結
び
つ
け
、
成
長
の
方
向

な
ど
の
調
節
を
す
る
こ
と
）
を
し
た

り
、
芽
か
き
（
主
枝
か
ら
わ
き
に
出

て
く
る
余
分
な
芽
を
摘
む
こ
と
）
を

す
る
こ
と
が
不
要
で
す
。
植
え
つ
け

た
ら
、
基
本
的
に
実
が
完
熟
す
る
ま

で
放
置
。
そ
れ
だ
け
で
す
。

　
食
べ
方
も
、
生
で
食
べ
て
は
さ
ほ

ど
お
い
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鍋
に

入
れ
て
そ
の
ま
ま
煮
込
む
こ
と
で
、

真
価
を
発
揮
し
ま
す
。果
肉
が
多
く
、

種
の
周
り
の
ゼ
リ
ー
状
の
果
汁
が
少

な
い
で
す
。
今
ま
で
の
私
達
の
ト
マ

ト
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
ト
マ
ト
を
試
験
的
に

育
て
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
収
穫
を
迎

え
、
ど
の
よ
う
に
調
理
し
た
ら
よ
り

お
い
し
く
な
る
か
な
ど
、
安
芸
高
田

市
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
頂
く
に

は
・・・
な
ど
活
動
し
て
い
る
所
で
す
。

　
も
し
、将
来
、産
直
市
な
ど
で
﹃
加

工
用
ト
マ
ト
﹄
と
し
て
お
披
露
目
す

る
時
が
来
た
ら
、
ど
う
ぞ
一
度
食
べ

て
見
て
頂
き
た
い
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地域おこし協力隊員リレー コラム vol.1
森本 真希さん　（産業振興部 地域営農課）

加工する前の “なつのこま ”と “ なつのしゅん ”
（左）　加工して瓶詰にしたトマトジュース（右）
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

「
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援
の
会
」
の
役
割

　
安
芸
高
田
市
は
高
齢
化
率
₃₇
･
₂₆
％
で
あ
り
高

齢
化
の
進
ん
だ
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。
典
型
的
な
中

山
間
地
域
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
集
落

の
維
持
が
出
来
な
く
な
る
事
は
必
至
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
安
芸
高
田
市
の
更

な
る
魅
力
と
活
力
を
創
造
し
、
市
の
活
性
化
に
寄

与
し
て
頂
く
た
め
、
全
国
に
点
在
す
る
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
人
々
が
結
集
し
、「
安
芸
高
田
市
ふ
る

さ
と
応
援
の
会
」
を
平
成
₂₂
年
₁₂
月
に
結
成
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
「
本
部
」
の
立
ち
上
げ
に
引
き

続
き
、
平
成
₂₄
年
₁₁
月
に
「
広
島
」、
平
成
₂₆
年

８
月
に
「
関
東
地
区
」
を
立
ち
上
げ
、
立
川
会
長

を
始
め
役
員
の
皆
様
の
会
員
確
保
の
努
力
に
よ

り
、
現
在
の
会
員
総
数
は
、
２
、
０
７
３
人
（
安

芸
高
田
市
８
５
６
名
、
広
島
６
８
７
名
、
関
東
地

区
２
４
１
名
、そ
の
他
２
８
９
名
）と
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
応
援
の
会
本
部
（
会
長 

立
川
哲
男 

会
員
２
、
０
７
３
名
）
の
活
動
状
況
と
し
て
、
①

市
の
観
光
事
業
の
推
進
・
特
産
品
の
販
売
促
進
の

た
め
の
旬
な
情
報
発
信
、
②
会
員
へ
ふ
る
さ
と
安

芸
高
田
市
の
情
報
発
信
、
③
神
楽
・
田
楽
等
の
文

化
及
び
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
、
湧
永
レ
オ
リ
ッ

ク
等
の
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
、
④
広
島
及
び
関
東
地

区
の
支
援
、
会
員
拡
大
支
援
等
の
４
つ
の
方
針
を

掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
な
活
動
は
、
○
会
員
へ
の

施
設
・
特
産
品
の
紹
介
○
市
内
観
光
施
設
の
優
待

券
の
発
行
○
広
島
・
関
東
地
区
か
ら
の
ツ
ア
ー
の

受
け
入
れ
○
会
報
誌
の
発
行
○
ふ
る
さ
と
安
芸
高

田
市
の
情
報
を
掲
載
し
た
「
広
報
あ
き
た
か
た
」

を
全
国
に
発
送
○
会
員
拡
大
、
広
島
・
関
東
地
区

の
応
援
及
び
交
流
○
神
楽
東
京
公
演
の
支
援
○
安

芸
高
田
市
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
ス
ポ
ン
サ
ー
ド

ゲ
ー
ム
の
応
援
・
湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
の
応
援
○
役

員
の
市
内
視
察
研
修
等
を
実
施
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
広
島
（
会
長 

川
村
健
一 

会
員
６
８
７
名
）
の

具
体
的
活
動
状
況
は
、
○
神
楽
IN
ナ
イ
ト
サ
フ
ァ

リ
（
安
佐
動
物
園
に
て
神
楽
公
演
）
○
郡
山
清
掃

活
動
○
安
芸
高
田
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
○
川
根
の

柚
子
も
ぎ
体
験
ツ
ア
ー
○
原
田
は
や
し
田
鑑
賞
バ

ス
ツ
ア
ー
○
湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
応
援
の
集
い
を
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
東
地
区
（
会
長 

吉
川
京
二 

会
員
２
４
１
名
）

の
具
体
的
活
動
状
況
は
、
神
楽
東
京
公
演
の
支
援

の
他
に
関
東
地
区
独
自
の
事
業
と
し
て
、
市
と
連

携
の
も
と
８
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
以
下
、

Ｐ
Ｔ
）
に
よ
り
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
神
楽
の
応
援
Ｐ
Ｔ
（
東
京

公
演
の
成
功
の
た
め
、動
員
活
動
と
Ｐ
Ｒ
活
動
）

②
ふ
る
さ
と
産
品
の
新
た
な
絶
品
づ
く
り
の
Ｐ
Ｔ

（
６
次
産
業
化
と
し
て
辛
味
大
根
・
調
理
用
ト

マ
ト
等
の
栽
培
指
導
と
生
産
体
制
の
確
立
）

③
絶
品
商
品
づ
く
り
Ｐ
Ｔ
（
神
楽
焼
き
等
の
開
発

と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
）

④
企
業
誘
致
Ｐ
Ｔ
（
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し

て
の
企
業
誘
致
、
空
き
家
を
活
用
し
て
の
企
業

誘
致
）

⑤
広
報
強
化
支
援
（
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た

め
、
都
市
圏
や
外
国
に
向
け
た
情
報
発
信
）

⑥
会
員
拡
大
に
向
け
た
活
動
Ｐ
Ｔ
（
会
員
拡
大
の

た
め
の
具
体
策
の
検
討
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
調
査

確
認
）

⑦
情
報
シ
ス
テ
ム
支
援
活
動
Ｐ
Ｔ
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
等
こ
れ
か
ら
の
情
報
化
社
会
に
対
応
す

る
活
動
）

⑧
森
林
活
性
化
Ｐ
Ｔ
（
企
業
の
資
産
と
し
て
企
業

で
森
林
を
整
備
）

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ふ
る
さ
と
応
援
の
会
は
、

今
後
の
市
の
活
性
化
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

で
あ
り
ま
す
。
我
々
安
芸
高
田
市
に
住
む
者
が
、

責
任
を
持
っ
て
ふ
る
さ
と
を
守
る
事
が
、
会
員
の

皆
様
へ
の
恩
返
し
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

85

誰
で
も
良
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
技
能
実
習
生
は
ど
の
よ
う
に
集
め
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
実
習
生
を
雇
っ
て
い
る
日
本
の
会

社
の
職
員
は
、
実
習
生
受
入
の
窓
口
を

し
て
い
る
日
本
の
管
理
会
社
の
職
員
と

と
も
に
現
地
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
日
本
に
来
た
い
ベ
ト
ナ
ム
人
に
ビ

ー
ズ
を
詰
め
る
作
業
を
２
回
さ
せ
ま

す
。
詰
め
た
数
の
合
計
を
見
て
い
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
回
目
に
詰
め

た
数
が
増
え
て
い
る
か
を
見
る
そ
う
で

す
。２
回
目
に
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

ど
う
し
た
ら
多
く
詰
め
ら
れ
る
か
、
自

分
の
作
業
を
見
直
せ
る
人
だ
と
い
う
の

で
す
。
真
面
目
さ
も
で
す
が
、
向
上
心

も
重
要
な
の
で
す
。

　
日
本
の
管
理
会
社
の
職
員
が
現
地
に

行
く
こ
と
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
地

か
ら
紹
介
さ
れ
る
人
を
そ
の
ま
ま
受
け

入
れ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
に
行
き
た
い
人
の
自
宅
を
家
庭
訪
問

し
、人
柄
に
加
え
家
庭
環
境
も
見
ま
す
。

そ
し
て
、
当
人
に
は
作
業
内
容
、
賃
金

等
の
労
働
条
件
を
丁
寧
に
説
明
す
る
そ

う
で
す
。
こ
の
説
明
が
不
十
分
だ
と
、

来
日
後
の
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
り
ま

す
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
国
で
は
日
本
側
へ
紹

介
す
る
会
社
が
、
さ
ら
に
実
習
生
を
探

す
業
務
を
別
の
会
社
へ
依
頼
す
る
こ
と

が
多
い
そ
う
で
す
。
実
習
生
が
日
本
で

ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
場
合
、
罰
せ
ら

れ
る
の
は
日
本
側
へ
紹
介
し
た
会
社
で

あ
り
、
実
習
生
を
探
す
会
社
は
紹
介
料

を
貰
う
も
の
の
罰
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
い
い
加
減
な
人
材
が
紹
介
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
だ

け
に
現
地
で
人
を
見
極
め
る
作
業
が
一

段
と
重
要
で
、
日
本
の
東
北
地
方
の
あ

る
管
理
会
社
の
幹
部
は
、
説
明
を
聞
い

た
後
、「
日
本
に
行
く
」
と
い
う
中
国

人
の
数
が
最
初
の
人
数
か
ら
半
減
す
る

こ
と
も
多
々
あ
る
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
賃
金
が
安
け
れ
ば
良
い
と
い
う
発

想
で
実
習
生
を
雇
う
こ
と
は
間
違
っ
て

い
る
と
語
り
ま
す
。

（
文
：
県
立
広
島
大
学

 

上
水
流 

久
彦 

准
教
授
）

違
う
文
化
か
ら
日
本
を
考
え
る

 

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課
　
☎
42

－

５
６
３
０
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土師ダム桜守プロジェクト
　公益社団法人 日本河川協会は河川に対する国民の理解を得るため、毎年功労者
表彰を行っており、５月２5日（月）土師ダム桜守プロジェクトが東京都千代田区
砂防会館別館において表彰されました。当団体は地域住民との協働により、桜の剪
定・周辺の除草・清掃活動等桜の維持管理を行うことにより、土師ダム湖畔のイメー
ジアップや集客に努められるなど地域の活性化に尽力されています。おめでとうご
ざいます。

　「
こ
の
資
料
集
と
絵
本
を
発
刊
す
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
、『
甲
田
町
ふ
る
さ
と
運
動

実
行
員
会
』
が
₃₅
年
前
に
編
集
・
発
行
さ
れ
た

本
『
甲
田
町
の
む
か
し
ば
な
し
』
を
甲
田
図
書

館
で
見
つ
け
た
こ
と
で
し
た
。
こ
の
本
は
、
約

9
年
間
か
け
て
甲
田
町
の
民
話
・
伝
説
を
聞
き

取
り
な
ど
で
調
査
し
、
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
な

の
で
す
が
、
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
の
本

を
、
な
ん
と
か
し
て
次
世
代
に
伝
え
た
い
と
思

い
、
情
報
を
よ
り
整
理
し
た
資
料
集
と
、
子
ど

も
が
読
ん
で
も
わ
か
り
や
す
い
絵
本
の
編
集
に

取
り
組
み
ま
し
た
」

　
と
、
語
る
の
は
「
甲
田
の
伝
説
絵
本
作
成
委

員
会
」
の
事
務
局
を
務
め
る
藤ふ

じ

田た

　
勉つ

と
む

さ
ん
。

甲
田
町
の
民
話
を
伝
え
る
資
料
集
・
絵
本
は
４

冊
セ
ッ
ト
で
、
資
料
集
「
と
ん
か
ち
り
」
と
、

甲
田
町
の
各
地
域
（
小
原
・
高
田
原
・
甲
立
）

に
１
冊
、
２
話
ず
つ
の
民
話
を
収
録
し
た
絵
本

３
冊
。
資

料
集
は

「
甲
田
町

の
む
か
し

ば
な
し
」

と
「
甲
田

町
誌
」
に

掲
載
さ
れ

て
い
る
民

話
を
、
極

力
原
文
の

ま
ま
掲
載

し
、
絵
本

は
読
み
や
す
さ
を
意
識
し
て
修
正
を
加
え
て
い

ま
す
。「
と
ん
か
ち
り
」
と
は
、
お
話
の
最
後

の
「
お
わ
り
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
、「
め
で

た
し
め
で
た
し
」
の
意
味
を
込
め
て
資
料
集
の

名
前
に
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　「
こ
の
絵
本
の
特
徴
は
、〝
手
作
り
〞
で
あ
る

点
で
す
。
編
集
は
、
専
門
家
な
ど
が
入
ら
ず
、

地
域
住
民
の
み
で
行
い
ま
し
た
」
と
言
う
の

は
、「
甲
田
の
伝
説
絵
本
作
成
委
員
会
」
委
員

長
の
重し

げ

藤と
う

　
剛ご

う

介す
け

さ
ん
。
挿
絵
も
地
元
に
住
む

方
た
ち
や
甲
田
町
内
の
小
中
学
生
に
描
い
て
も

ら
い
、
地
元
住
民
の
力
の
み
で
資
料
集
と
絵
本

を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
本
の
中
の
１

冊
に
英
文
訳
が
入
っ
て
い
る
点
も
、
特
徴
の
一

つ
だ
と
言
い
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た

ち
は
、
世
界
で
活
躍
す
る
た
め
に
、
英
語
を
身

に
付
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
、
児
童
文
学
翻
訳
家
に

依
頼
し
英
訳
を
付
け
ま
し
た
。
優
し
い
英
語
な

の
で
、
中
学
生
も
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と

重
藤
さ
ん
。

　
絵
本
の
文
と
絵
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
作
成

に
多
く
の
時
間
を
か
け
た
、
と
藤
田
さ
ん
は
言

い
ま
す
。「
文

章
ま
た
は
絵

の
み
で
も
伝

わ
る
よ
う
に

意
識
し
て
作

り
、
そ
れ
と

同
時
に
言
葉

と
絵
が
マ
ッ

チ
す
る
よ
う
調
整
も
行
い
ま
し
た
。
中
に
は
₁₀

回
以
上
の
修
正
を
か
け
た
絵
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
物
語
の
時
代
に
合
っ
た
文
化
を
表
現
で
き

る
よ
う
、
家
の
構
造
や
髪
型
、
料
理
な
ど
、
博

物
館
に
あ
る
資
料
を
参
考
に
し
な
が
ら
描
き
ま

し
た
」。
ま
た
多
く
の
人
と
協
力
し
て
も
の
を

作
り
上
げ
る
こ
と
に
対
し
て
、「
意
見
を
言
い

な
が
ら
よ
り
よ
い
も
の
を
作
っ
て
い
く
の
が
楽

し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、「
安
芸
高
田
市
６
町
の
民
話
を
集

め
た
資
料
が
で
き
れ
ば
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
」

と
語
っ
た
重
藤
さ
ん
。
各
町
そ
れ
ぞ
れ
に
眠
る

民
話
・
伝
説
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
ら
集
結
さ

せ
れ
ば
、
文
化
的
・
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
も

の
が
で
き
る
こ
と
は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

★
甲
田
の
伝
説
絵
本
・
資
料
集
に
つ
い
て
の

　
お
問
合
せ

　
甲
田
町
地
域
振
興
連
合
会
事
務
局

 

　（
安
芸
高
田
市
甲
田
支
所
内
）

 

☎
０
８
２
６－

₄₅－

４
１
１
１

編集会議を行う様子

下3冊が絵本、左上が資料集、
右上が絵本と資料集のカバー

資料集と絵本を手に持つ
（左から）藤田さんと重藤さん

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
作
り
上
げ
た
「
と
ん
か
ち
り
」

 

甲
田
の
伝
説
絵
本
作
成
委
員
会
（
甲
田
町
）

平成27年河川功労者表彰　
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成27年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

55件

2人

69人

65件

0人

104人

－10件

＋2人

－35人

死 者 数

負傷者数

H27.7末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

☆秋の全国交通安全運動
期　　　間　9月21日（月）～ 9月30日（水）までの

10日間
スローガン　『思いやり　ゆとりは無事故へ　つづく道』
運動の基本　～子どもと高齢者の交通事故防止～
運動の重点　・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
　　　　　　・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい

着用の徹底
　　　　　　・飲酒運転の根絶

☆広島県警では、「年間交通事故死者数90人以下」の達成に向けて
「なくそう交通死亡事故・アンダー 90作戦」をキャッチフレー
ズに交通死亡事故抑止に向けた取組を展開しています。
　～　皆　様　の　ご　協　力　を　お　願　い　し　ま　す　～

　今から秋にかけて農繁期となり、家族総出で農作
業に従事することが多くなると思います。
　家は、田んぼや畑の近くだからと安心して、戸締
りをすることなく作業に従事していませんか。
　泥棒は、どこから見ているかわかりませんし、必
ず下見を行っています。
　近くでも外出するときは、必ず戸締りをして外出

するよう心掛けてください。
　また、農機具を収めている納屋など
もしっかり戸締りをして、自分の財産
は自分で守るといった気持ちで対応し
てください。

外出の際は鍵かけの励行を！

○管内交通事故の特徴（6月）
・信号待ちの車に追突
・交差点での出会頭事故
※7月中の人身交通事故は11件でした

カギを掛けてますか！

第15回全日本少年少女空手道選手権大会
個人組手　小学2年　男子
甲田空手道スポーツ少年団　修武館
倉
くら

橋
はし

　大
たい

誠
せい

（小田東小）

第28回全国小学生ハンドボール大会
ハンドボール（小学生男子）
安芸高田ハンドボールクラブ
 （甲立小、小田東小）
三
み

橋
はし

　昊
こう

生
せい

、今
いま

岡
おか

　慶
けい

太
た

、
首
しゅ

藤
とう

　颯
そう

汰
た

、姉
あね

ヶ
が

山
やま

　明
めい

、
大
おお

田
た

　一
かず

輝
き

、姉
あね

ヶ
が

山
やま

　怜
れい

、
中
なか

野
の

　駿
しゅん

介
すけ

ハンドボール（小学生女子）
安芸高田ハンドボールクラブ
 （甲立小、小田東小）
大
おお

立
たち

　好
み

音
お

、山
やま

田
だ

　蓮
れん

珠
じゅ

、
前
まえ

川
かわ

　奈
な

々
な

美
み

、田
た

中
なか

　志
し

織
おり

、
小
こ

先
さき

　芹
せり

奈
な

、丸
まる

井
い

　ゆめ、
折
おり

端
は

　亜
あ

美
み

、重
しげ

本
もと

　悠
ひさ

宇
ね

2015　全国選抜リトルリーグ野球大会
硬式野球
広島北リトルリーグ
 （郷野小、吉田中）
益
ます

原
はら

　東
とう

洋
よう

、新
しん

道
どう

　健
けん

大
た

、
金
かな

井
い

　梨
りん

花
か

第50回記念全国道場少年剣道大会
小学生団体の部

高宮春風館（来原小、郷野小）
桑
くわ

岡
おか

　孝
こう

輔
すけ

、出
で

張
はり

　幸
こう

汰
た

、
亀
かめ

井
い

　那
な

笑
え

、出
で

張
はり

　礼
れい

悟
ご

、
清
し み ず

水　叶
かな

都
と

中学生個人の部
高宮春風館（高宮中）
桑
くわ

岡
おか

　大
だい

輔
すけ

、田
た

中
なか

　慧
けい

哉
や

第50回記念全国道場少年剣道大会
中学生団体の部
高宮春風館（高宮中）
桑
くわ

岡
おか

　大
だい

輔
すけ

、田
た

中
なか

　慧
けい

哉
や

、
田
た

中
なか

　陵
りょう

太
た

、上
うえ

野
の

　傑
たける

、
出
で

張
はり

　文
ふみ

寛
ひろ

平成27年度全国高等学校総合体育大会兼
ハンドボール競技大会高松宮記念杯第66
回全日本高校選手権大会
ハンドボール（高校生男子）
向原高校ハンドボール部
中
なか

山
やま

　史
ふみ

椰
や

、政
まさ

岡
おか

　凪
なぎ

、
山
やま

根
ね

　将
しょう

平
へい

、新
あら

井
い

　流
ながれ

、
マルチンス・ジオゴ、狩

かり

山
やま

　拓
たく

磨
ま

、
板
いた

村
むら

　誠
まこと

、塩
しお

﨑
ざき

　竜
たつ

也
や

、
岡
おか

部
べ

　光
みつ

樹
き

、小
こ

谷
たに

　和
かず

就
なり

、
高
たか

吉
よし

　祥
しょう

一
いち

郎
ろう

、中
なか

山
やま

　翔
しょう

太
た

ハンドボール（高校生女子）
山陽高校ハンドボール部
平
ひら

川
かわ

　結
ゆ

衣
い

（甲田中出身）、
塩
えん

谷
や

　緋
あか

子
ね

（甲田中出身）

平成27年度全国高等学校総合体育大会
体操競技・新体操大会兼全国高等学校
体操競技・新体操選手権大会
男子新体操団体
三次高校体操部
国
くに

岡
おか

　司
つかさ

（向原中出身）、
益
ます

原
はら

　匡
ただし

（向原中出身）

2015　ＢＭＸ世界選手権大会
自転車（ＢＭＸ）
広島県ＢＭＸ協会
渡
わたり

　優
ゆう

吾
ご

（吉田高）

第48回世界選手権大会
アーチェリー男子リカーブ部門
エディオン　岩

いわ

田
た

　歩
あゆみ

 （吉田中・吉田高出身）

平成27年度全国高等学校総合体育大会兼
ハンドボール競技大会高松宮記念杯第66
回全日本高校選手権大会
ハンドボール（高校生男子）
茨城県立藤代紫水高校
河
かわ

原
はら

　脩
しゅう

斗
と

（甲田中出身）
ハンドボール（高校生女子）
佼成学園女子高校
金
かな

川
がわ

　依
い

央
よ

（甲田中出身）
四天王寺高校
中
なか

野
の

　真
ま

弥
や

（甲田中出身）、
高
たか

木
ぎ

　麻
ま

代
よ

（甲田中出身）

全国大会等出場（７月～８月開催）
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ
ルームは、子育て中の親子が集い交流し

あえる場所です。３歳までのお子様向けのオモチャを置いて
いますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。小
さいお子様と保護者のための場所です。小学生以上の利用
は、ご遠慮ください。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　₈：₃₀～₁₇：₁₅

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■人数や季節等により時間が前後する場合がありますので

ご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを

連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。

子育て支援センター（ ₄₇⊖₁₂₈₃）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 

〈電話での相談も受け付けています〉
■受付時間　月曜日～金曜日　₈：₃₀～₁₇：₁₅

子育て支援センター（ ₄₇︲₁₂₈₃）

と　　き と こ ろ 内　　容
９月₁₀日（木）

₁₀：₀₀～₁₀：₁₅　受付
₁₀：₁₅～₁₀：₄₅　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

親子交流会
＊対象年齢
　０歳児

９月₁₇日（木）
₁₀：₀₀～₁₀：₁₅　受付
₁₀：₁₅～₁₀：₄₅　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

親子交流会
＊対象年齢
　１歳児

９月₂₅日（金）
₁₀：₀₀～₁₀：₁₅　受付
₁₀：₁₅～₁₁：₀₀　活動

吉田運動公園
エアロビクス室

（吉田町）

親子体操
＊対象年齢
　２～４歳児

月日・受付時間 対　　象 会　場
９月３日（木）
₁₃:₀₀～₁₃:₁₅

３歳児健康診査
・H２４年３月生まれ 保健センター

９月₁₀日（木）
₁₃：₀₀～₁₃：₁₅

１歳６か月児健康診査
・H２6年２月生まれ 保健センター

９月₁₇日（木）
₁₃：₀₀～₁₃：₁₅

乳児健康診査
・H２6年11月生まれ 保健センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。

※対象児には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医

療課（ ４２－56３３）までご連絡ください。

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

向原きてみん祭土曜夜市で、発表を終えて
ほっと一息つく女の子（7月25日撮影（土））

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。

刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
９月１日（火）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 園 庭 開 放

９月１日（火）
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ かわね保育園 園 庭 開 放

９月２日（水）
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ ふなさ保育園 園 庭 開 放

９月８日（火）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 園 庭 開 放

９月８日（火）
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ くるはら保育園 園 庭 開 放

９月９日（水）
 ₉：₄₅～₁₁：₀₀ 甲立保育所 園 庭 開 放

９月₁₀日（木）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 小田東保育所 園 庭 開 放

９月₁₀日（木）
₁₀：₃₀～₁₁：₄₅ ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）

９月₁₁日（金）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田幼稚園 お 楽 し み 会

９月₁₅日（火）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田保育所 園 庭 開 放

９月₁₅日（火）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 小原保育所 園 庭 開 放

９月₁₇日（木）
 ₉：₃₀～₁₁：₀₀ みどりの森保育所 園 庭 開 放

９月₁₇日（木）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 向原こばと園 園 庭 開 放

９月₂₄日（木）
₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ みつや保育所 園 庭 開 放

９月₃₀日（水）
 ₉：₃₀～₁₁：₃₀ 入江保育園 園 庭 開 放
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育児相談・４か月児相談・２歳６か月児相談・おっぱい相談

月日 受付時間 主な対象町 会場 相談内容 お　知　ら　せ

９
月
₁₁
日
（
金
）

₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 吉田町

保
健
セ
ン
タ
ー

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児相談

※４か月児相談、２歳6か月児相談の
対象児には個人通知します。

【対象】４か月児相談は平成２7年5月
生まれ。

　２歳6か月児相談は平成２5年３月生
まれ。

※内容：身体計測・食生活・歯・育児
全般における相談

※現在使用している歯ブラシをご持参
ください。

※午後の相談会では、『おっぱい相談』
も行います。希望の方は、事前に保
健医療課へお申込みください。

　（ ４２－56３３）

₁₃：₀₀～₁₄：₃₀
吉田町

美土里町
高宮町

９
月
₂₅
日
（
金
）

₁₀：₀₀～₁₁：₃₀ 甲田町

₁₃：₀₀～₁₄：₃₀
向原町

八千代町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます、事前に保健医療課（ ₄₂︲₅₆₃₃）までご連絡ください。

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

９月４日（金）
1０：００～1３：３０

クリスタルアージョ
1０1

８月₂₅日～
９月２日　

★1歳7か月から未就
学児とその保護者

エプロン

※きょうだいの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ ４２ー５６３３）へお申し込みください。
受付時間は８：３０～17：００、土日祝は除く
Email  :  sukusuku@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「おやこクッキング教室申し込み」と入力して、本文にお子さんの名前、年齢、ア
レルギーの有無、きょうだい参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。

おやこクッキング教室
★一緒に料理にチャレンジしてみよう！★
　親子で一緒に料理を作ります。いろいろな料理にチャレンジしながら、
　「おいしい！楽しい！うれしい！」を感じることの大切さをみつけてみましょう。

【乳幼児健康教室】

すくすく離乳食教室
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　離乳食を楽しく学んでクッキング♪ 
　1食分を実際に試食してみましょう!!

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

9月₂₉日(火)
1０:００～1２:００

クリスタルアージョ
１０１

９月1８日～
９月２5日　

★生後9か月児～　　　　
1歳6か月児とその家族

保護者エプロン

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ ４２ー５６３３）へお申し込みください。
受付時間は８：３０～17：００、土日祝は除く
Email  :  sukusuku@city.akitakata.lg.jp
メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申し込み」と入力して、本文にお子さんの名前、月齢、アレ
ルギーの有無、きょうだい参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。（ ）

（ ）
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　
安
芸
高
田
市
の
国
民
健
康
保

険
証
（
安
芸
高
田
市
国
保
）
で

医
療
機
関
等
を
受
診
す
る
時
、

次
の
場
合
は
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

①
お
勤
め
先
又
は
家
族
の
社
会

保
険
へ
変
更
し
て
い
る

②
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
て
い

る
　
誤
っ
て
安
芸
高
田
市
国
保
で

受
診
さ
れ
た
場
合
は
不
当
利
得

と
な
り
、
国
保
が
医
療
機
関
等

に
支
払
っ
た
医
療
給
付
費
（
７

割
か
ら
９
割
）
は
返
還
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
返
還
後
の
医
療
給
付

費
は
受
診
時
に
加
入
さ
れ
て
い

た
社
会
保
険
等
に
請
求
し
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
へ
の
返
還
方
法

　
返
還
を
し
て
い
た
だ
く
方
に

は
、
市
か
ら
返
還
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
と
納
付
書
が
届
き
ま

す
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
書
に
記

載
さ
れ
た
金
融
機
関
、
安
芸
高

田
市
各
支
所
又
は
本
庁
で
お
支

払
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
等
へ
の
請
求
方
法

　
返
還
金
を
納
付
さ
れ
た
後
に

安
芸
高
田
市
か
ら
「
診
療
報
酬

明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）」
を
交

付
し
ま
す
。

　
診
療
報
酬
明
細
書
と
返
還
金

の
領
収
書
（
原
本
）
を
用
意
し

て
受
診
時
に
加
入
さ
れ
て
い
た

社
会
保
険
等
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

保
険
証
は
正
し
く
使
用
し
ま

し
ょ
う

　
社
会
保
険
等
加
入
手
続
き
中

等
で
新
し
い
保
険
証
が
交
付
さ

れ
る
ま
で
に
医
療
機
関
等
を
受

診
さ
れ
る
時
は
、
勤
務
先
の
担

当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
険
が
変
更
に
な
っ

た
こ
と
を
受
診
さ
れ
る
医
療
機

関
等
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
等
に
加
入
さ
れ
ま

し
た
ら
、
次
の
も
の
を
そ
ろ
え

て
お
早
め
に
国
民
健
康
保
険
の

資
格
喪
失
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
証

②
新
た
に
加
入
さ
れ
た
社
会
保

険
の
保
険
証

③
認
印

　
喪
失
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と

国
民
健
康
保
険
税
も
課
税
さ
れ

た
ま
ま
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
資
格
喪
失
後
受
診

 
保
健
医
療
課
　

42－

５
６
１
９

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

（ひとり分　エネルギー：85kcal、塩分：1.5g）

材料（2人分）

なすび ……………………160g（中1本）

長いも ……………………………100g

めんつゆ …………大さじ2（薄めたもの）

揚げ油 ………………………………適量

作り方

①なすびは一口大に切り、熱した油で素揚げする。

②油を切り、器に盛り、すりおろした長いもをかけ、うす

めためんつゆをかける。

安芸高田市食生活改善推進協議会
向 原 支 部

私たちが紹介します♪

9月は健康増進普及月間・
食生活改善普及運動月間です
～健康づくりは食事から～

毎月19日は 食育の日

　皆さんは毎日野菜を意識して食べておられますか？野

菜には ガン予防、糖尿病予防、便秘予防、血清コレス

テロール増加予防などの効果がある他、ダイエット効果

や美肌効果があり健康維持には欠かせない食べ物です。

揚げナスの山かけ

 

今月の食材

なすび

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 ２6,719 ２４,８４7 11

退職本人 ２４,４０6 ２6,95２ 1４

退職扶養 11,5８８ ２1,9８9 19

全被保険者 ２6,３56 ２４,８91 1２

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成２7年5月診療分
１人当り医療費（単位：円）
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ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
い
ま
す
か
？

　
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
特
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
な
く
て
も
、
毎
日
の
暮
ら
し
に

取
り
入
れ
る
と
メ
リ
ハ
リ
が
で
き
、血
行
が
よ
く
な
り
、リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
な
ど
よ
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
一
定
の
リ
ズ
ム
を
繰
り
返
す
運
動
を
す

る
と
、
心
の
安
定
に
働
く
脳
内
ホ
ル
モ
ン

で
あ
る
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
分
泌
が
盛
ん
に

な
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
ス

ト
レ
ス
解
消
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
通
勤
時
や
昼
休
み
な
ど
に
軽
く
散
歩
す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

朝
日
を
浴
び
る

　
朝
日
を
浴
び
る
と
体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
、
体
内
の
リ
ズ
ム
が
調
整
さ
れ
ま
す
。
眼
か
ら

入
っ
た
光
の
刺
激
が
脳
神
経
に
届
き
、
自
立
神
経

の
機
能
に
働
き
か
け
て
、
1
日
の
活
動
開
始
の
ス

イ
ッ
チ
が
入
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

香
り
を
楽
し
む

　
好
き
な
香
り
を
か
ぐ
と
、
鼻
か
ら
入
っ
た
香
り
の
物
質
が
神
経

を
通
っ
て
脳
に
伝
わ
り
、心
理
的
に
よ
い
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

ま
た
、
免
疫
力
を
高
め
、
ス
ト
レ
ス
に
強
く
な
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
自
分
の
好
き
な
香
り
の
香
水
や
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
携
帯

す
る
と
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
時
に
い
つ
で
も
香
り
を
か
ぐ
こ
と

が
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。

ゆ
っ
た
り
入
浴

　
忙
し
い
と
、
シ
ャ
ワ
ー
で
軽
く
済
ま
せ
が
ち
で
す
が
、
1
日
の

疲
れ
を
と
る
た
め
に
、
で
き
れ
ば
お
湯
を
は
っ
た
浴
槽
に
ゆ
っ
た

り
と
つ
か
り
ま
し
ょ
う
。
ぬ
る
め
の
お
湯
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
。
就
寝
前
に
は
ぬ
る
め
の
お
湯
に
、
み
ぞ
お
ち

か
ら
下
だ
け
30
分
く
ら
い
つ
か
る
「
半
身
浴
」
が
お
す
す
め
で
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
安
眠
を
誘
い
ま
す
。

 

（
健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
協
議
会
）

【
健
康
あ
き
た
か
た
21
】

【インフォメーション】

健康あれこれ

断酒会
広島断酒ふたば会　中田克宣
 090-4802-1865

　自分や家族のお酒の問題で悩んでいません
か？お気軽にご相談ください。
※詳しい内容はお問合わせください。

９月４日（金）　18：30～20：30
ふれあいプラザ向原
９月18日（金）　19：00～21：00

　９月27日（日）　13：30～15：30
吉田人権会館

こまめに歩こう会開催
 保健医療課 42-5633
　健康あきたかた21推進協議会では、「いつ
でも、どこでも、誰でも、手軽にできる」ウォー
キングを推進しています。
日　　時　9月28日（月）
　　　　　9：00集合　9：30出発
集合場所　元横田小学校跡地（東光広場）
コ ー ス　4ｋm程度　（元横田小学校跡地～

ほととぎす遊園）
申込不要・参加費無料
持 参 物　動きやすい服装と靴・タオル・帽

子・水分補給の出来るもの
※体調には十分留意し、無理のないようにご

参加ください。
※天候が悪い時は、中止にする場合がありま

すので保健医療課へご確認ください。

吉田温水プールから水中健康教室開催
及び新規教室生募集のお知らせ

　水中運動は「ひざや腰への負担が小さく無理のない全身運動・
有酸素運動が行え、多くのエネルギーを消費できる」「リンパや
血流の活性化でむくみを解消」など様々なメリットがあり、どな
たでもお気軽にご参加いただけます。
　体力維持や生活改善に、年中快適な吉田温水プールで 楽しく
水中運動をしてみませんか。
日　　程

月曜日 朝　の　部　1０：００～11：００ 障害者の部　1４：００～15：００
金曜日 昼　の　部　1３：００～1４：００ 夜　の　部　19：００～２０：００

参 加 費　1回5００円（施設使用料４００円は別料金）
　　　　　※障害者の部1回２5０円（施設使用料免除）
定　　員　各部４5名※障害者の部３０名
送　　迎　希望者には無料で送迎いたします。（夜の部以外）
　　　　　※定員になり次第締め切ります
対　　象　安芸高田市に住民票をお持ちの方
　　　　　※障害者の部：申し込みの際に障害者手帳をお持ちく

ださい
申込・お問い合わせ 　
　安芸高田市吉田温水プール
　 ・お太助フォン ４7-1２1０（水曜休館日）
※9月４日（金）申込開始（定員になり次第締め切りますのでお

早めにお申し込みください）
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憧れの選手とプレー
ふれあいサッカーフェスティバル
　７月５日（日）吉田サッカー公園において「ふれ
あいサッカーフェスティバル」が開催されました。
　県内外の幼児と小学生約４００名が参加。サン
フレッチェ広島のコーチによるサッカースクー
ル、Ｊリーグで活躍するトップチームによる実技
披露では、子どもたちの歓声の中、迫力あるシュー
トやドリブル、フェイントを披露。子どもたちは
憧れのヒーローに釘付け。
　その後の青山選手などが出場したミニゲームは
大変盛り上がりました。

多くの歴史ファン・元就ファンが参列
毛利元就墓前祭
　7月16日は、かつて中国地方を統一した、名将毛
利元就の命日です。毛利元就の遺徳を偲ぶため、今年
も毛利元就墓前祭が開催されました。
　墓前祭には、市内外から多くの歴史ファン、元就ファ
ンが参列。元就の墓を前に手を合わせていました。昨
年に引き続き安芸ひろしま武将隊も参列されました。
　また、墓前祭に合わせて、7月11日（土）にシルバー
人材センターの吉田地区・丹比地区会員による毛利元
就墓所周辺の清掃ボランティアが行われました。

人と地域を結ぶお祭り
第３２回一心祭り

　台風が心配された７月1８日（土）、一心祭りが吉田運動公園
で開催されました。会場では、児童、園児、各種団体などによ
るステージ発表、一心祭りの定番イベント武者絵巻、盆踊り、
一心節踊り、地域振興会によるバザーなどが行われ、多くのお
客さんで賑わいました。当日は、ＲＣＣテレビの取材が行われ、
一心節踊りにはＲＣＣテレビのリポーターも参加されました。
また、祭りの最後には、夏の夜空を彩る２，３００発の花火の打
ち上げもあり、子どもも大人も美しい花火に酔いしれました。

ⓒ2015 S.FC
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夏休みと言えばお祭り！
第17回たかみや湯の森土用夜市
　7月２5日（土）、たかみや湯の森第一駐車場に
て、たかみや湯の森土用夜市が開催されました。
　屋外ステージでは、来原小児童によるブラスバ
ンド演奏や原田・来女木子ども神楽同好会による
子ども神楽、深瀬ひょっとこ同好会によるひょっ
とこ踊りを披露。会場の皆さんは、たこ焼きや焼
き鳥など、夏祭りらしい食べ物を食べながら鑑賞
されていました。日が落ち始める頃から原田・来
女木神楽団による神楽上演が行われ、地元神楽団
による神楽を堪能しました。

ステージで若さ弾ける！
第２9回向原きてみん祭土曜夜市

　7月２5日（土）向原支所前のイベントス
テージを中心に、向原きてみん祭土曜夜市が
開催されました。ステージでは、若者のダン
スグループが多数出演。若さ溢れるダンスを
披露しました。その他にも、小学生によるキッ
ズソーラン、こばと園によるよっちょれ、桑
田天使神楽団による「滝夜叉姫」「八岐大蛇」
など多彩なステージが繰り広げられました。
商店街では、各種バザーが出店され、行き交
う人たちが足を止めていました。

市内の8団体が熱唱
第7回あきたかた市民合唱祭

　7月1２日（日）、高宮田園パラッツォで開
催され、会場には約２5０人が集まりました。
　出演者の皆さんは、日頃の練習の成果を発
表され、美しいハーモニーが会場を包み込ん
でいました。
　恒例となりましたフィナーレでは、「線路
は続くよどこまでも」「手のひらを太陽に」の
２曲を参加者全員で合唱され、その歌声から
暑い夏にも負けない皆さんの元気を感じまし
た。

今年は“etto-etto”も参加
吉田の管絃際２015

　7月２5日（土）、吉田の管絃祭が稲田橋
～胡子神社付近で開催されました。道沿い
には夜店が並び、友人同士、家族連れの多
くの方々が訪れ浴衣姿の方もたくさんい
ました。今年は広島ご当地アイドル“etto-
etto”のメンバー２人も参加され、ステー
ジでは広島にちなんだ歌を披露。武者行列
にも参加されました。その後神事が執り行
われ三本の火矢が放たれたのち、吉田神楽
団による奉納神楽が上演されました。
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第
₄₄
回
中
国
地
区

消
防
救
助
技
術
指
導
会
に
出
場

　
７
月
22
日
（
水
）
に
、
広
島
県
消
防

学
校
で
行
わ
れ
た
第
44
回
中
国
地
区
消

防
救
助
技
術
指
導
会
に
、
安
芸
高
田
市

消
防
本
部
か
ら
住
田 

大
地
消
防
士
が

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
の
部
（
往
復
40

メ
ー
ト
ル
の
水
平
に
張
ら
れ
た
ロ
ー
プ

を
、
往
路
は
上
に
乗
っ
て
、
復
路
は
下

に
ぶ
ら
下
が
っ
て
渡
る
訓
練
）
で
備

北
・
芸
北
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。

　
結
果
は
22
秒
（
広
島
県
で
は
5
位
）

で
入
賞
は
果
た
し
た
も
の
の
、
残
念
な

が
ら
全
国
大
会
出
場
は
逃
し
ま
し
た
。

　
来
年
の
大
会
に
向
け
、
ま
ず
は
備

北
・
芸
北
地
区
予
選
の
代
表
と
し
て
中

国
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
、
そ
し
て
全

国
大
会
出
場
を
目
標
に
こ
れ
か
ら
も
訓

練
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
後
期
）

の
ご
案
内

　
事
業
所
な
ど
で
一
定
数
量
以
上
の
危

険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
）
を
貯
蔵

す
る
場
合
、
危
険
物
取
扱
者
の
資
格
を

持
っ
た
人
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
今
回
の
試
験
が
最
後
に
な

り
ま
す
の
で
来
年
度
か
ら
取
扱
者
が
不

在
に
な
る
事
業
所
の
方
や
、
来
年
度
か

ら
こ
の
資
格
が
必
要
に
な
る
方
は
受
験

し
、
資
格
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日
　
11
月
22
日
（
日
）

■
試
験
地
・
試
験
種
類

　
広
島
市
・
全
種

　
三
次
市
・
乙
種
、
丙
種

■
受
付
期
間

・
書
面
申
請
9
月
29
日
（
火
）

 

〜
10
月
8
日
（
木
）

・
電
子
申
請
9
月
26
日
（
土
）

 

〜
10
月
5
日
（
月
）

■
願
書
受
付
場
所

　（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

広
島
県
支
部

※
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
（
一
財
）
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
願
書
配
布
場
所

　
安
芸
高
田
市
消
防
本
部
及
び
各
支
所

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
安
芸
高
田
市
消
防
本
部

　
予
防
課
指
導
係
ま
で

９
月
９
日
は
₉₉
（
救
急
）
の
日

　
毎
年
９
月
９
日

は
「
救
急
の
日
」

で
す
。
こ
の
日
を

含
む
１
週
間
を

「
救
急
医
療
週
間
」

と
し
、
全
国
各
地

で
救
急
に
関
す
る

様
々
な
行
事
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
安
芸
高
田
消
防
署
で
も
、
市
民
の
方

に
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
「
救

急
教
室
」
を
は
じ
め
、
詳
し
く
学
び
た

い
方
の
た
め
の
「
救
命
入
門
コ
ー
ス
」

や
、
本
格
的
に
学
び
た
い
方
の
た
め
の

「
普
通
・
上
級
救
命
講
習
」
等
を
希
望

者
に
対
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
救
急
に
つ
い
て
考
え
、

応
急
手
当
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

【
定
期
講
習 

随
時
受
講
者
募
集
】

〜
救
え
る
命
の
た
め
に
〜

　
消
防
署
で
は
、
毎
月
１
回
普
通
救
命

講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
締
切
　
毎
月
第
２
日
曜
日

○
開 

催 

日
　
毎
月
第
３
日
曜
日

○
場
　
　
所
　
安
芸
高
田
消
防
署
内

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
安
芸
高
田
消
防
署

　
警
防
課
救
急
係
ま
で

火 災

救 急

救 助

そ の 他

0件
（２４件）

111件
（776件）

3件
（1２件）

0件
（1８件）

７月

あなたの勇気が、
命を救う。
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■
共
通
事
項

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ 

４
階
小
ホ
ー
ル 

定
員
　
１
５
０
名

参
加
費
　
無
料

※
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
3
回
連
続
の
講
座
で
す
が
、
１

回
ご
と
の
参
加
も
可
能
で
す
。

人
権
文
化
講
演
会
の
開
催

「
皮
革
文
化
の
歴
史
と
魅
力
」

甲
田
人
権
会
館
☎
45
‐
４
９
２
２

　
姫
路
で
は
古
く
か
ら
革
の
な
め

し
技
術
が
伝
承
さ
れ
『JAPAN

ESE 

W
H

ITE LEATH
ER

』
と
し
て
世

界
的
に
も
名
声
を
得
て
き
ま
し
た
。

職
人
の
手
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
、
姫
路
革
の
歴
史
と
皮
革
文
化

の
魅
力
に
つ
い
て
迫
り
ま
す
。

講
師
　
皮
革
史
研
究
家林 

久
良
さ
ん

日
時
　
９
月
26
日
（
土
）

　
　
　
13
：
30
～
15
：
00

会
場
　
甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ

参
加
費
　
無
料

人
権
啓
発
連
続
講
座
の
開
催

吉
田
人
権
会
館
☎
42
‐
２
８
２
６

　〝
生
き
る
〟
を
テ
ー
マ
に
、
私

た
ち
の
身
近
な
社
会
問
題
を
取
り

上
げ
ま
す
。
だ
れ
も
が
互
い
に
尊

重
し
あ
う
「
人
が
つ
な
が
る
田
園

都
市
・
安
芸
高
田
」
の
実
現
に
向

け
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

【
第
1
回
講
座
】

日
時
　
９
月
15
日
（
火
）

　
　   

13
：
30
～
15
：
30

テ
ー
マ
　「
同
和
対
策
審
議
会
答

申
50
年
と
同
和
問
題
」

講
師
　
大
阪
人
権
博
物
館
理
事
・

部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
書
記
長

赤
井 

隆
史
さ
ん

【
第
2
回
講
座
】

日
時
　
９
月
29
日
（
火
）

　
　   

13
：
30
～
15
：
30

テ
ー
マ
　「
お
ひ
と
り
さ
ま
の
老

後
に
備
え
る
知
恵
と
工
夫
」

講
師
　
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ラ

イ
タ
ー
　
　  

中
澤 

ま
ゆ
み
さ
ん

【
第
3
回
講
座
】

日
時
　
10
月
６
日
（
火
）

　
　   

13
：
30
～
15
：
30

テ
ー
マ
　「
も
し
か
し
た
ら
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
と
そ
の
家
族
」

講
師
　
株
式
会
社
彩
人
材
教
育
代

表
取
締
役
　  

　
直
江 

文
子
さ
ん

女
性
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

「
乳
が
ん
検
診
の
重
要
性
に
つ
い
て
」

甲
田
人
権
会
館
☎
45
‐
４
９
２
２

　
女
性
に
と
っ
て「
乳
が
ん
予
防
」

は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
健
康

に
過
ご
し
て
い
く
た
め
に
検
診
の

大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

講
師
　
医
学
博
士
・
髙
木
ひ
ろ
み

乳
腺
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　
　
　
　
　
　  

髙
木 

博
美
さ
ん

日
時
　
10
月
３
日
（
土
）

　
　
　
13
：
30
～
15
：
00

会
場
　
甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ

定
員
　
60
人

参
加
費
　
無
料

※
無
料
託
児
あ
り

※
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
参
加
も
可

能
で
す
。

安
芸
高
田

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

 

第
11
回
定
期
演
奏
会 

開
催

生
涯
学
習
課
☎
47
‐
０
０
５
４

　
人
気
ア
マ
チ
ュ
ア
吹
奏
楽
団
の

安
芸
高
田
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
が
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま

す
。
演
奏
に
加
え
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
好
評
。

日
時
　

9
月
27
日
（
日
）

13
：
30 
開
場
　
14
：
00
開
演

会
場
　
高
宮
田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ

入
場
料
　
無
料

演
奏
曲
目
　
た
な
ば
た
、
花
燃
ゆ
、

Ｇ
Ｏ
！
プ
リ
ン
セ
ス
プ
リ
キ
ュ
ア
他

国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
ま
す
！

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課

☎
42
‐
５
６
３
０

　
一
品
料
理
を
持
ち
寄
り
、
ブ
ラ

ジ
ル
式
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
国
際
交
流
す
る

催
し
で
す
。

日
時
　
９
月
27
日
（
日
）

　
　
　
11
：
00
～
15
：
00

会
場
　
安
芸
高
田
市
少
年
自
然
の

家
「
輝き

ら
里り

」

持
参
物
　
家
庭
料
理
10
人
分
、
飲

み
物
、
皿
、
コ
ッ
プ
、
は
し
等

参
加
費
　
６
歳
か
ら
15
歳
：
３
０
０

円
、　
16
歳
以
上
：
５
０
０
円

※
領
収
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
。
現

地
受
付
で
お
支
払
い
た
だ
き
ま
す
。

催

　し
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講
演
会

「
地
域
包
括
ケ
ア
っ
て
何
？
」

高
齢
者
福
祉
課
☎
47
‐
１
２
８
１

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

「
で
き
る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し
た

い
！
」
と
思
わ
れ
る
方
が
多
く

な
っ
て
い
る
今
、
全
国
的
に
『
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』
の
取
組

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
安
芸
高
田
市
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
り
、私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
９
月
26
日
（
土
）

　
　
　
13
：
30
～
16
：
00

テ
ー
マ
　「
地
域
包
括
ケ
ア
っ
て

何
？
」
～
な
ぜ
、
今
、
地
域
包
括

ケ
ア
な
の
か
～

講
師
　
社
会
福
祉
法
人 

廿
日
市

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

蛯
江 

紀
雄
さ
ん

事
例
発
表

①
「
認
知
症
予
防
教
室
に
取
り
組

ん
だ
地
域
づ
く
り
を
始
め
て
」

　
　
　
　
　
　
向
原
町
坂
上
地
域

②
「
安
芸
高
田
市
が
目
指
す
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
」

安
芸
高
田
市
高
齢
者
福
祉
課

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ 

２
階
大
ホ
ー
ル

参
加
費
　
無
料

「
成
年
後
見
制
度
講
演
会
＆
相

談
会
」
～
知
っ
て
安
心
！
成

年
後
見
制
度
～

高
齢
者
福
祉
課
☎
47
‐
１
２
８
１

　
成
年
後
見
人
制
度
と
は
、
認
知

症
等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
を
法
的
に
保
護
し
、
支
え

る
制
度
で
す
。
こ
の
機
会
に
成
年

後
見
制
度
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

　
講
演
会
終
了
後
、
無
料
個
別
相

談
会
（
１
人
30
分
程
度
）
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
10
月
１
日
（
木
）

　
　
　
13
：
30
～
14
：
40

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ 

４
階
小
ホ
ー
ル

講
師
　
法
テ
ラ
ス
広
島
法
律
事
務

所 

常
勤
ス
タ
ッ
フ
弁
護
士
　

川
嶋 

将
太
さ
ん

参
加
費
　
無
料

＊
無
料
個
別
相
談
会
で
の
相
談
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
９
月
28
日

（
月
）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

第
３
回
安
芸
高
田
市

湧
永
庭
園
ウ
ォ
ー
ク

保
健
医
療
課
☎
42
‐
５
６
３
３

開
催
日
時
　
10
月
10
日
（
土
）

　
受
付 

７
：
30
　
開
会 

８
：
45

ス
タ
ー
ト
場
所
　
湧
永
製
薬
株
式

会
社
　
広
島
事
業
所

参
加
費
　
大
人
：
１
，
２
０
０
円

子
ど
も 

：
６
０
０
円
（
小
学
生
以
下
は

無
料
）
※
事
前
申
込
の
場
合
　
大
人
：

１
，
０
０
０
円
　
子
ど
も
： 

５
０
０
円

コ
ー
ス
　

3
㎞
・
７
㎞
・
13
㎞
の

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

※
湧
永
満
之
記
念
庭
園
内
は
自
由

散
策
で
す
が
、
13
㎞
コ
ー
ス
は
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

※
全
て
の
コ
ー
ス
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
・
ウ
ォ
ー
ク
を
併
催
し
ま
す
。

（
ポ
ー
ル
の
無
料
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

※
湧
永
製
薬
株
式
会
社
―
湧
永
満

之
記
念
庭
園
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

事
前
申
込
方
法

　
保
健
医
療
課
、
各
支
所
な
ど
に

置
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
の
参
加
申
込

書
「
払
込
取
扱
票
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
郵

便
局
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

事
前
申
込
期
間

７
月
1
日（
水
）～
9
月
30
日（
水
）

～
本
場
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら

来
日
～

『
タ
ン
ゴ
・
ロ
マ
ン
ス
』

チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
お
知
ら
せ

生
涯
学
習
課
☎
42
‐
０
０
５
４

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
界
で
今

最
も
旬
な
ダ
ン
ス
カ
ッ
プ
ル
の
サ

ン
ド
ラ
＆
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
、
ラ
ミ

ロ
・
ボ
エ
ロ
楽
団
の
演
奏
は
、
ダ

ン
ス
と
演
奏
が
絶
妙
で
、
シ
ョ
ー

ア
ッ
プ
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
が
展
開

さ
れ
ま
す
。
情
熱
の
リ
ズ
ム
と
哀

愁
の
調
べ
、
エ
レ
ガ
ン
ス
な
ダ
ン

ス
シ
ー
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

予
定
曲
目
　
ラ
・
ク
ン
パ
ル
シ
ー

タ
、
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
、
バ
ン
ド
ネ

オ
ン
の
嘆
き
　
他

日
時
　
11
月
21
日
（
土
）

　
14
：
30 

開
場
　
15
：
00
開
演

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ 

２
階
大
ホ
ー
ル

入
場
料
金

全
席
指
定
　
４
，
０
０
０
円

団
体
割
引
　
３
，
５
０
０
円

※
団
体
割
引
は
10
名
以
上

入
場
券
販
売
場
所

市
内
各
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
券
販
売
開
始
日

10
月
4
日
（
日
）
10
：
00
か
ら

入
場
券
販
売
時
間

10
：
00
～
17
：
00

（
た
だ
し
、
月
曜
日
及
び
祝
日
、

10
月
13
日
は
休
館
日
の
た
め
除

く
）

※
前
売
り
で
完
売
の
場
合
、
当
日

券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
車
椅
子
席
が
必
要
な
方
は
、
入

場
券
購
入
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

※
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
は
介
助

者
1
名
を
含
め
半
額
と
な
り
ま
す

（
障
害
者
手
帳
を
ご
提
示
く
だ
さ

い
）。

宝
く
じ
の
助
成
金
で

備
品
を
整
備

政
策
企
画
課
☎
42
‐
５
６
１
２

　
平
成
27
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
）
を
活
用
し
て
、
備
品

お
知
ら
せ

20

八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

は
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

「
向
原
町
地
域
振
興
会
連
絡
協
議

会
」整
備
内
容（
か
ん
た
ん
テ
ン
ト
）

自
衛
官
募
集

～
平
和
を
仕
事
に
す
る
～

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所

☎
０
８
２
‐
８
１
５
‐
３
９
８
０

【
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）】

資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

試
験
　
９
月
12
日
～
18
日
の
う
ち

指
定
す
る
１
日
（
高
校
３
年
生
は

16
日
～
18
日
の
う
ち
指
定
す
る
１

日
）

受
付
　
８
月
１
日
～
９
月
８
日

【
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）】

資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

試
験
　
９
月
25
日
・
26
日
の
う
ち

指
定
す
る
１
日

受
付
　
８
月
１
日
～
９
月
８
日

【
一
般
曹
候
補
生
】

資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

試
験
　
一
次
試
験
：
９
月
18
日
・

19
日
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

二
次
試
験
：
合
格
者
に
通
知

受
付
　
８
月
１
日
～
９
月
８
日

【
航
空
学
生
】

資
格
　
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満試
験
　
一
次
試
験
：
９
月
23
日

二
次
、
三
次
試
験
は
各
合
格
者
に

通
知

受
付
　
８
月
１
日
～
９
月
８
日

※
本
庁
・
各
支
所
に
募
集
案
内
や

要
項
を
置
い
て
い
ま
す
。

※
各
応
募
資
格
の
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/

hiroshim
a/

携
帯
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/

hiroshim
a/keitai.htm

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
者
の
募
集

社
会
福
祉
課
☎
42
‐
５
６
１
５

　
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
ひ
と

つ
に
、
話
の
内
容
等
の
要
点
を
、
そ

の
場
で
文
字
に
し
て
伝
え
る
「
要
約

筆
記
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
支
え
る
要
約
筆
記

奉
仕
員
の
養
成
講
座
を
受
講
し
て

あ
な
た
も
要
約
筆
記
奉
仕
員
に
な

り
ま
せ
ん
か
？

期
間
　
平
成
27
年
10
月
～
平
成
28 

年
8
月
（
全
16
回
講
座
）

日
時
　
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

　
　
　
10
：
00
～
12
：
00

※
第
3
土
曜
日
の
み
の
場
合
も
あ
り
。

会
場
　
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

対
象
者
　
安
芸
高
田
市
に
お
住
ま

い
の
方
、
又
は
勤
務
さ
れ
て
い
る

方募
集
人
数
　
10
名
程
度

参
加
費
　
無
料

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

社
会
福
祉
法
人
　
清
風
会

☎
43
‐
０
６
１
１ 

 

Ｆ
43
‐
０
１
８
０

締
切
　
９
月
30
日
（
水
）

※
日
時
・
会
場
は
都
合
に
よ
り
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

募

　集

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専

門
校 

生
徒
募
集

三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
３
４
３
９

　
平
成
27
年
度
の
卒
業
生
、
又
は

卒
業
見
込
み
者
を
対
象
に
、
平
成

28
年
4
月
入
校
生
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
訓
練
科
等

①
自
動
車
整
備
科（
期
間
▽
2
年
・

高
卒
見
込
み
者
）

②
溶
接
加
工
科
（
期
間
▽
1
年
）

③
建
築
科
（
期
間
▽
1
年
）

④
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
期
間
▽
6

か
月
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

希
望
の
方
は
、
事
前
に
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
対
象
者

　
平
成
27
年
度
の
卒
業
生
、
又
は

卒
業
見
込
み
者

応
募
受
付
期
間

9
月
28
日（
月
）～
10
月
30
日（
金
）

必
着

選
考
日
等

選
考
日
・
選
考
内
容
・
合
格
発
表

日
等
に
つ
い
て
は
、
当
校
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

運
転
免
許
取
得
費
の
一
部
を

給
付
し
ま
す

社
会
福
祉
課
☎
42
‐
５
６
１
５

　
安
芸
高
田
市
内
に
居
住
し
、
１

～
４
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
所

持
す
る
方
が
、
第
１
種
普
通
免
許
を

取
得
し
た
場
合
、
運
転
免
許
取
得
費

の
一
部
（
取
得
費
の
２
／
３
　
上
限

10
万
円
）
を
給
付
し
ま
す
。

※
運
転
免
許
取
得
後
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
免
許
取
得
費
用
の
明
細
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

自
動
車
の
改
造
費
の
一
部
を

給
付
し
ま
す

社
会
福
祉
課
☎
42
‐
５
６
１
５

　
安
芸
高
田
市
内
に
居
住
し
、
上

肢
・
下
肢
・
体
幹
機
能
障
害
１
～
４

級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す

る
方
が
、
自
ら
所
有
し
運
転
す
る
自

動
車
を
障
害
に
適
応
す
る
た
め
に

改
造
す
る
場
合
、
改
造
費
の
一
部

（
上
限
10
万
円
）
を
給
付
し
ま
す
。

※
改
造
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

福

　祉

21



「
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
」
を
い
た
だ
き
ま
し

た本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
付
者
】

村
瀬
　
健
一
　
様

小
松
原
　
祥
次
　
様

宮
本
　
賢
　
様

（
平
成
27
年
8
月
1
日
現
在
）

求
人
求
職
状
況
︵
6
月
分
︶

月
間
有
効
求
職
者
数
　
５
１
３
人

月
間
有
効
求
人
数
　
６
９
５
人

月
間
有
効
求
人
倍
率
　
１
．
３
５
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

☎ 

42
‐
０
６
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ 

42
‐
０
２
２
４

【
プ
チ
面
接
会
の
お
知
ら
せ
】

日
時
　

9
月
8
日
（
火
）

　
　
　
９
：
00
～
12
：
00

企
業
名
　
社
会
福
祉
法
人
三
篠
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
甲
田

職
種
　
介
護
職
（
資
格
不
要
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
安
芸
高
田
ま
で

人　口
総人口…30,351 人
　　　  （30,686 人）
男………14,582 人
　　　  （14,744 人）
女………15,769 人
　　　  （15,942 人）
世帯……13,585 戸
　　　  （13,541 戸）
■平成 27 年８月 1 日現在
※外国人を含む
※（　） の 数 字 は 前 年 同
月数値

９月の納税
国民健康保険税第４期

納期限：９月３０日

夜間納付窓口
開設日
９月 24 日

（17：15 ～ 19：00）
開設場所　税務課

（本庁第１庁舎１階）

９月の休日・夜間の救急医療
■高田地区休日夜間救急診療所

［ＪＡ吉田総合病院］（吉田町）
平日　17：00 ～翌朝８：30
日・祝日　８：30 ～翌朝８：30
　　　【内科・外科】☎ 42-0636
■なかもと眼科クリニック（甲田町）
9 月 13 日（日）【眼科】 ☎ 45-7814

※都合により変更になる場合があります。出か
ける前に医療機関へお問い合わせください。

広
報
あ
き
た
か
た
へ
広
告
掲
載

さ
れ
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

政
策
企
画
課
☎
42
‐
５
６
２
７

　
広
報
あ
き
た
か
た
に
広
告
を
掲

載
し
て
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
せ
ん

か
？
　
詳
し
く
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
む
か
、
枠
内
の
文
章
で
検

索
す
る
と
関
連
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
閲
覧
で
き
、
条
件
や
広
告
料
、

申
請
書
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

「
広
報
あ
き
た
か
た
」
へ
広
告
掲
載

さ
れ
る
皆
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す

22

およろこび

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎₄₂︲₅₆₁₂までご連絡ください。

おくやみ

敬 称 略

松 川 來
ら

海
み

夏
か

宮 本 悠
ゆ

衣
い

中 川 聖
せい

心
ご

藤 川 蒼
そう

亮
すけ

新 本 静 香

大 田 泰 夫

重信 ハツミ

新井 クニエ

渡邊 コノブ

松 川　 博

中 島　 彩

山 㟢 龍 二

二 張 良 就

朝 原 孝 義

重光 タツ子

川 㟢 朋 行

貞 任 昌 子

今野 日出己

吉 村　 健

丸 尾　 靜

竹田 マスコ

波村 次郎一

谷本 百合子

丸本 ヨシヱ

田村 アヤコ

尾 津 一 之

宗 利 正 衛

先 沖 一 人

中川 アヤノ

松 田 敏 則

坂本 キマヨ

濱 井 辰 美

吉村 ハルヱ

古 田 凛
り

愛
あ

德 永 結
ゆ

華
な

益 田 玲
れお

斗
と

寺 戸 瑠
る

希
き

壽 賀 崎 悠
ゆう

斗
と

山 根 　 湊
そう

上 田 葵
そ

空
ら

立 川 怜
れい

奈
な

毛 利 彩
あや

乃
の

尾 夏
なつ

乃
の

三 吉 優
ゆ

羽
う

山 本 猛
たけ

豊
とよ

吉 田 町

（女）

（女）

（男）

（男）

（女）

（女）

（男）

（男）

（男）

（男）

（女）

（女）

（女）

（女）

（男）

（男）

八千代町

美土里町

甲 田 町

吉 田 町

（ 相 合 ）

（ 相 合 ）

（ 相 合 ）

（ 山 手 ）

（ 吉 田 ）

（ 中 馬 ）

（ 桂 ）

（ 国 司 ）

八千代町

（ 勝 田 ）

美土里町

（ 横 田 ）

（ 横 田 ）

（ 生 田 ）

（ 本 郷 ）

（ 桑 田 ）

高 宮 町

（佐々部）

（佐々部）

（ 船 木 ）

（ 船 木 ）

（ 川 根 ）

（来女木）

（ 原 田 ）

甲 田 町

（下小原）

（上小原）

向 原 町

（ 長 田 ）

（ 長 田 ）

（ 長 田 ）

（ 戸 島 ）

（ 戸 島 ）

（ 保 垣 ）

₄₉

₈₇

₁₀₀

₉₃

₉₃

₈₄

₃₁

₆₄

₆₅

₆₁

₇₀

₇₆

₈₃

₅₈

₆₅

₉₀

₉₇

₉₅

₈₂

₈₃

₇₈

₈₅

₉₆

₉₄

₉₅

₆₈

₉₂

₁₀₆

₁₀₀

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

八千代支所　☎ 52-2111　高宮支所　☎ 57-0311　向原支所　☎ 46-3111

美土里支所　☎ 54-0311　甲田支所　☎ 45-4111　消防本部　☎ 42-0931（代）

相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及びお問い合わせ先

巡回無料弁護士相談会
注）相談時間はお１人 30 分まで
です
注）相談回数は同じ相談では 1 回
に限ります
注）訴訟中の相談で弁護士に利害
関係がある場合は、相談をお断り
することがあります

弁護士が無料でさ
まざまな相談をお
受けします

9 月 10 日（木）13：00 ～ 16：00 吉田人権会館
予約は 8 月 27 日（木）から受付
吉田人権会館
☎ 42 － 2826

9 月 24 日（木）13：00 ～ 16：00 向原支所
予約は 9 月 10 日（木）から受付
向原支所
☎ 46 － 3111

年金・労働無料相談会

年金・労働のお悩
み、障害年金請求
の記入方法などに
社会保険労務士が
お答えします

9 月 16 日（水）15：30 ～ 18：30 クリスタルアージョ
研修室 301

広島県社会保険労務士会 三次支部
道沖祐子 社労士事務所
☎ 52 － 3555

行政相談 

八千代会場
行政相談委員が国
の機関へ苦情や意
見などお受けしま
す

9 月 14 日（月）13：00 ～ 15：00 八千代人権
福祉センター

総務課
☎ 42 － 5611高宮会場 9 月 19 日（土）10：00 ～ 15：00 たかみや人権会館

向原会場 9 月 8 日（火）10：00 ～ 15：00 向原支所

吉田会場 国の機関へ苦情や
意見・暮らしの心
配事の相談などお
受けします

9 月 3 日（木）
9 月 17 日（木）10：00 ～ 15：00 吉田人権会館 吉田人権会館

☎ 42 － 2826くらしの総合相談

総合相談 高宮会場
さまざまな暮らし
の心配事相談をお
受けします

9 月 8 日（火）　18：00 ～ 20：00 たかみや人権会館
予約は相談日の 5 日前まで
たかみや人権会館　
☎ 57 － 1330

生活困窮者相談
生活保護など生活
困窮に対する相談
をお受けします

平日 8：30 ～ 17：15 電話・窓口相談 社会福祉課
☎ 42 － 5615

障害者相談
障害者やその家族
の方などのお悩み
をお受けします

平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談 障害者基幹相談支援センター　
☎ 47 － 1080

平日 8：30 ～ 17：00 電話・窓口相談 清風会つぼみ
☎ 47 － 2092

平日 9：00 ～ 18：00 電話・窓口相談 相談支援事業所もやい
☎ 45 － 2320

高齢者相談 高齢者に関する相
談をお受けします 平日 8：30 ～ 17：30 電話・窓口相談 地域包括支援センター

☎ 47 － 1132

消費生活相談
悪質な商取引に関
する消費者相談を
お受けします

水・金曜日 9：30 ～ 12：00 
13：00 ～ 16：30 電話・窓口相談 消費生活相談室

☎ 42 － 1143

お太助フォン相談
お太助フォンに関
する相談をお受け
します

月～金曜日 9：30 ～ 18：30 電話・窓口相談

ＣＢＢＳ（中国ブロードバン
ドサービス株式会社）
☎ 45 － 7017
★お太助フォンからは
　99 － 5500

広島県
小児救急医療電話相談

子どもの急な病気
について休日や夜
間にアドバイスが
受けられます

毎日 19：00 ～ 翌 8：00 電話相談 ☎局番なしの＃ 8000
（携帯電話からも利用可）

９ 月 の 相 談　                                    
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